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コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。

茶
庭
は
露
地
と
呼
ば
れ
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
茶
道
で
育

っ
て
き
た
庭
で
、
鑑
賞
美
よ
り
実
用
美
を
重

ん
じ

「市
中
の
山
居
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
自
然
の
野
山
の
趣
を
尊
重
し
た
庭
で
す
。
つ
ま
り
、
飛
び
石

を
渡
り
野
山
の
景
色
を
楽
し
み
ま
す
。
全
体
は
緑
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
ア
ラ
カ
シ
や
ネ
ズ
ミ
モ
チ

・
モ
ッ

コ
ク

・
松
の
木
な
ど
常
緑
樹
や
針
葉
樹
を
植
込
み
、
そ
の
中
に
紅
葉
な
ど
落
葉
樹
で
景
色
を
造
り
ま
す
。

根
締
め
物
は
シ
ダ
や
苔
を
使
用
し
ま
す
。
十

一
月
の
口
切
に
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
結
界
垣
な
ど
青
い
竹

に
変
え
ま
す
。
十
二
月
、
雪
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
赤
松
の
古
葉
を
苔
の
上
に
敷
き
つ
め
景
色
を
造
り
ま

す
。
季
節
の
変
化
を
見
な
が
ら
お
茶
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
す
。

利
休
百
首
に

「茶
の
湯
に
は
梅
塞
菊
に
責
葉
み
落
ち
青
竹
枯
木
あ
か
つ
き
の
霜
」
と
あ
り
ま
す
。

『口
切
の
茶
事
を
通
し
て
茶
の
湯
に
は
陰
と
陽
の
調
和
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
歌
う
。
回
切
の
茶
事
が
行

わ
れ
る
十

一
月
と
い
う
寒
い

「陰
」
の
季
節
に
梅
や
寒
菊
が
寒
さ
に
負
け
ず
に

「陽
」
の
花
を
咲
か
せ
る

と
い
う
陰
と
陽
の
調
和
を
あ
ら
わ
す
。
「黄
葉
み
落
ち
」
は
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
黄
ば
ん
で
落
ち
る
と
い
う

「陰
」
の
情
景
を
あ
ら
わ
す
が
、
美
し
い
色
づ
い
た
葉
が
舞
散
る
様
子
は
美
し
い

「陽
」
に
も
な
る
。
「青

竹
枯
木
」
は
回
切
の
茶
事
の
為
に
取
替
え
ら
れ
た
垣
根
の
青
竹
の

「
陽
」
の
色
と
ま
わ
り
の
葉
の
落
ち
た

枯
木
の

「陰
」
の
姿
を
あ
ら
わ
す
。
「あ
か
つ
き
の
霜
」
と
は
暁
の
陽
の
時
刻
に
あ
ら
わ
れ
た
霜
の
こ
と

で
白
く
美
し
い
霜
は

「陽
」
の
情
景
そ
し
て
寒
冷
な

「陰
」
の
気
が
あ

っ
て
の
霜
で
あ
る
。』

（飛
石
自
画
賛
解
説
よ
り
）

楽
し
ん
で
お
茶
を
や
り
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
も

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
稽
古
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
表
千
家
同
門
会
富
山
県
支
部
設
立
六
十
周
年
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
で
記
念
に
残
る
年

に
し
ま
し
ょ
う
。

茶
庭
の
景
色

副
支
部
長
　
山
・苗
星
根
陛
∵
人
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組
一

混

奇
令
和
四
年
六
月
十

一
日
ω
、
臨
済
宗
大
本
山
国
泰
寺
に

お
い
て
開
山
清
泉
禅
師
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
第
四
十
六
回
献

茶
式
が
虚
無
僧
に
よ
る
尺
人
の
妙
音
が
静
か
に
流
れ
る

中
、
左
海
大
宗
匠
の
ご
奉
仕
に
よ
り
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
、
会
員
ら
約
百
五
十
名
が
参
会
し
ま
し
た
。

左
海
宗
匠
が
炭
点
前
に
続
き
、
濃
茶
、
薄
茶
の
二
碗
を

謹
点
し
、
国
泰
寺
管
長
澤
大
道
老
師
に
よ
り
仏
前
に
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

般
若
心
経
読
経
の
中
、
開
祖
や
表
千
家
の
歴
代
宗
匠
、

同
門
会
員
ら
物
故
者

の
回
向
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
大
方
丈
前
の
月
泉
庭
に
て
茶
先
供
養
が
行
わ
れ
ま
し

た
。吉

水
忠
雄
宗
匠
、
井
上
順

一
宗
匠
、
堀
内
紀
彦
先
生
、

a

tミ

寺

献

茶

式

‐(

ｌ
ｔ
メ

拝服席

渡
辺
泰

一
郎
先
生
が
随
行
さ
れ
ま
し
た
。

『
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
行
事
開
催
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

（不
審
奄
こ

に
沿

っ
た
水
屋
作
業
を
考
慮
す

る
と
、
従
来
の
粍
寿
者
に
よ
る
お
茶
席
は
設
け
る
こ
と
が

出
来
ず
、
呈
茶
に
よ
る
拝
服
席
を
谷
野
亮
爾
前
支
部
長
寄

贈
の
軸
と
花
入
で
設
え
ま
し
た
。

拝
副
席

主
　
役
員

浮
大
道
老
師
筆

黄
交
趾
広
口

テ
ツ
セ
ン

水
の
ほ
と
り

清
友
の
白

独
坐
大
雄
峰

而
全

子

花 掛

入 物
花

五
郎
九
屋

柳
桜
園茶窒供養



(3) 第48号 同   門   富   山 令和 5年 3月 1日

団
神
社
献
茶
式

令
和
四
年
九
月
十
七
日
①
、
富
山
縣
護
國
神
社
に
お
い

て
、
戦
没
者
遺
族
お
よ
び
同
門
会
員
二
百
二
十
名
が
参
列

し
、
三
木
町
宗
行
宗
匠
の
ご
奉
仕
に
よ
り
第
三
十
七
回
献

茶
式
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
蔓
廷
防
止

措
置
に
よ
る
中
止
が
続
い
た
為
、
三
年
ぶ
り
の
催
行
と
な

り
ま
し
た
。

台
風
十
四
号
が
近
づ
き
荒
天
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
心
地
良
い
風
吹
く
中
で
の
献
茶
式

と
な
り
ま
し
た
。

松
本
英
樹
宗
匠
、
木
村
雅
基
宗
匠
、
熊
倉
岐
晃
宗
匠
、

森
浩
倫
先
生
、
内
藤
宗
隆
先
生
が
随
行
さ
れ
ま
し
た
。

石
畳
の
参
道
を
斎
主
栂
野
宮
司
の
先
導
で
参
進
さ
れ
、

斎
主
の
祝
詞
奏

上
の
後
、
三
木

町

宗

匠

に

よ

り
、
濃
茶
、
薄

茶
二
碗
が
謹
点

さ
れ
、
ご
神
前

に
献
じ
ら
れ
ま

し
た
。

式
終
了
後
、

斎
主
栂
野
宮
司

よ
り
、
献
茶
式

を
催
行
で
き
た

こ
と
に
、
三
木

町
宗
匠
始
め
不
審
奄
、
同
門
会
富
山
県
支
部
に
対
し
て
お

礼
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
菊
櫻
茶
会
が
令
和
二
年
、
三
年
、
四
年
度
に
ヽ

寿
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
よ
り
茶
席
三
席
も
感
染
症

対
策
を
十
分
考
慮
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

拝
服
席
　
於
　
華
山
事主
　
令
和
二
年
度
毎
寿
表
彰
受
賞
者

永
守
　
郁
子
　
吉
野
八
千
代

令
和
三
年
度
毎
寿
表
彰
受
賞
者

鷲
本
喜
久
子
　
水
上
　
雄
二

令
和
四
年
度
耗
寿
表
彰
受
賞
者

高
塚
美
代
子
　
松
永
久
美
子

而
妙
斎
筆
短
冊
　
平
常
心
是
道

唐
物
写
手
付
花
籠

の
だ
け
　
秋
明
菊

御
紋
菓

清
友
の
白

酒
井
宏
二

本
席
　
於

社
務
所
和
室
主
　
令
和
三
年
度
甚
寿
表
彰
受
賞
者

小
椋
　
妙
子
　
大
坪
　
和
代

令
和
四
年
度
毎
寿
表
彰
受
賞
者

梶
山
　
澄
子

而
妙
斎
筆

一
行
　
松
無
古
今
色

鶴
首
竹
花
入
　
銘
老
松
　
怪
斎
在
判
同
箱正
玄

香
一化
　
　
　
　
奥
紅
葉
葉
白
熊

ハ
ロ
　
　
末
広
　
了
々
斎
在
判

一
閑

桐
唐
草
緞
子
需
紗
シ
キ
テ
　
　
　
　
　
友
湖

唐
銅
朝
鮮
風
炉
　
即
中
斎
好
若
松
釜
添
　
　
　
　
　
了
三

鱗
鶴
青
海
波
フ
チ
腰
金
風
炉
先
屏
風
　
兼
中
斎
在
判

真
塗
長
板
　
ヨ平
牛
斎
在
判

水
　
指
　
　
清
水
焼
　
安
南
写
耳
付
　
　
　
　
　
日
呂
志

茶
　
器
　
　
松
喰
鶴
蒔
絵
大
棗
　
而
妙
斎
在
判
　
一
瓢
斎

茶
　
碗
　
　
唐
津
焼
　
鈍
清
寂
　
而
妙
斎
箱
　
　
　
守
俊

替
　
　
　
　
人
事
窯
　
赤
　
銘
千
代
の
栄
　
兼
中
斎
箱

初
代
道
年

茶
　
狗
　
　
尋
牛
斎
作
　
銘
好
日
　
共
筒
箱

立
礼
席
　
於
　
社
務
所
参
集
殿

主
　
令
和
四
年
度
粍
寿
表
彰
受
賞
者

川
合
　
史
子

掛
　
物
　
　
ヨ琴
牛
斎
筆

一
行
　
語
尽
山
雲
海
月
情

一化
　
入
　
　
覚
々
斎
好
手
付
置
篭
　
　
久
田
宗
也
箱

花
　
　
　
　
亡
　
雁
金
車
　
吾
亦
紅
　
憂
斗
蘭

秋
海
棠
　
他

釜
　
　
　
　
無
文
真
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．罠
春
斎

即
中
斎
好
末
広
立
礼
卓

水
　
指
　
　
色
絵
吉
祥
文
砂
金
袋
　
ヨ響
牛
斎
箱
　
手
塚
央

茶
　
器
　
　
む
さ
し
野
蒔
絵
大
棗
　
尋
牛
斎
在
判
箱漆
専
堂

茶
　
碗
　
　
大
樋
　
銘
山
里
　
即
中
斎
在
判
箱九
代
長
左
衛
門

替
　
　
　
　
萩
　
銘
山
光
　
而
妙
斎
箱

　

十
一薇
陶
兵
衛

替
　
　
　
　
秋
の
合
り
　
而
妙
斎
箱
　
　
　
　
　
即
全

茶
　
狗
　
　
尋
牛
斎
作
　
銘
よ
す
が

呉
山
の
竹
を
以

っ
て
　
共
筒
箱

●

■

■
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入 物
花

花 掛

入 物 子

河
内
屋

柳
桜
園
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B
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一と
永
君
議
到
彗
ィ

高
塚
美
代
子
　
　
梶
山
　
澄
子
　
　
川
合
　
史
子

高
木
　
和
子
　
　
清
水
美
紀
子
　
　
黒
田
み
ゆ
き

代
　
由
紀
子
　
　
開
沢
　
列
子
　
　
回印
川
倭
筑
子

山
内
　
好
子
　
　
士
口
田
　
智
子
　
　
森
　
　
睦
子

中
澤
　
榮
吉
　
　
松
永
久
美
子
　
　
山
下
　
土我
春

以
上
十
五
名

（敬
称
略
）

令
和
六
年
度

甚
寿
表
彰
申
請
に
つ
い
て

粍
寿
表
彰
の
申
請
が
で
き
る
方
は
、
数
え
年
七
十
七
歳

（昭
和
三
十
三
年
生
ま
れ
）
の
方
で
、
同
門
会
に
平
成
十

六
年
以
前
に
入
会
さ
れ
た
方
で
す
。
七
十
八
歳
以
上

（生

年
月
日
が
昭
和
三
十
二
年
以
前
）
で
、
同
門
会
に
平
成
十

六
年
以
前
に
入
会
さ
れ
た
方
も
お
申
込
み
で
き
ま
す
が
、

支
部
総
会
で
本
部
役
員
か
ら
の
表
彰
伝
達
と
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
同
門
会
本
部
に
左
記
の
様
式
で

『亮

寿
表
彰
申
請
書
』
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
秋

頃
に
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

『亮
寿
表
彰
申
請
書
』
は
令
和
五
年
十
二
月
末
日
ま
で

に
同
門
会
本
部
へ
直
接
お
送
り
下
さ
い
。

詳
し
く
は

『同
門
』
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

尋
爾
夕

′み

輩

∵

１
，
〔

一
‐
・

警 : ,

E

畝
必
奮
な
乙

惨
を
か
て
》
ち

耗寿表彰

申請書希望

1 所属支部

2 会員番号

3 郵便番号

4 住所
5 氏名 (ふりがな )

八ガキ裏面
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(5) 第48号 同   門   富   山 令和 5年 3月 1日

令
和
四
年
度
　
第
十
八
回

起
峯
一千
一ハロ

令
和
四
年
人
月
七
日
①
、
四

代
諏
訪
蘇
山
先
生
を
富
山
国
際

会
議
場
に
お
迎
え
し
、
「
蘇
山

の
青
盗
」
と
題
し
て
市
民
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

帝
室
技
芸
員
で
あ
る
初
代
諏
訪
蘇
山
の
没
後
百
年
に
際

し
て
、
初
代
の
足
跡
を
中
心
に
講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

茶
道
雑
誌
に

「雨
過
天
晴
」
を
連
載
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
対

策
を
十
分
取

っ
た
中
、
三
百
名
余
り
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
青
盗
の

「姿
」
は
馴
染
み
が
無
い
で
す
が
、
我
が

家
で
は
初
代
か
ら
箱
書
き
に
こ
の

「青
姿
」
を
書
い
て
お

り
、
中
国
語
な
の
で
す
。
景
徳
鎮
で
も
全
て
こ
の
金
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
磁
石
の
磁
を
書
き
、
新
聞

記
事
等
は
磁
を
書
き
ま
す
。

「蘇
山
之
陶
器
」
と
い
う
初
代

一
周
忌
に
書
か
れ
た
作

品
集
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
歴
代
が
見
て
い
ま
す
。
二

代
虎
子
に
よ
る

「蘇
山
謄
影
」
に
は
初
代
の
生
立
ち
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
漢
文
調
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
の

父
三
代
諏
訪
蘇
山
が
昭
和
四
十
五
年
に
要
約
し
て
出
し
ま

し
た
京
都
と
金
沢
で
の
三
代
展
の
図
録
を
基
に
お
話
し
し

ま
す
。
初
代
蘇
山
は
、
嘉
永
四
年
金
沢
落
士
の
家
に
生
ま
れ
ま

し
た
が
、
初
代
が
十
歳
の
時
に
父
が
亡
く
な
り
、
家
督
を

継
ぐ
こ
と
の
出
来
る
の
が
十
三
歳
と
い
う
こ
と
で
、
母
は

厳
し
く
三
人
の
子
供
を
育
て
ま
し
た
。
雪
の
上
の
む
し
ろ

敷
き
に
三
人
の
子
供
を
正
座
さ
せ
二
時
間
。
忍
耐
力
を
鍛

え
ま
し
た
。
十
三
歳
で
家
督
を
継
い
だ
の
で
す
が
、
そ
の

三
年
後
明
治
維
新
で
武
士
は
廃
業
。
突
然
仕
事
が
無
く
な

り
、
初
代
は
軍
隊
に
入
り
ま
す
。
壮
猶
館
に
て
洋
式
の
軍

事
技
術
の
研
究
を
し
、
科
学
に
基
づ
い
た
西
洋
の
学
問
に

触
れ
て
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
焼
き
物
に
大
い
に
役
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
二
十
歳
で
軍
を
辞
め
て
金
沢
航
海
学
校

に
入
り
ま
す
。
上
官
と
意
見
が
合
わ
ず
殴

っ
て
し
ま
い
軍

を
辞
め
た
と
い
う
、
信
念
を
譲
ら
な
い
人
だ

っ
た
逸
話
が

あ
り
ま
す
。
航
海
学
校
や
水
産
講
習
所
で
は
、
捕
鯨
法
の

改
良
や
麻
糸
の
大
綱
の
開
発
、
缶
詰
め
や
燻
製
の
斬
究
を

し
、
教
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
明
治
六
年
二
十
二
歳
、
彩
雲
楼
旭
山

（任
田
屋

徳
次
）
に
陶
画
を
学
び
ま
す
。
こ
の
方
の
お
父
さ
ん
は
文

化
二
年
九
谷
焼
復
興
の
た
め
に
来
て
い
た
京
都
の
陶
工
青

木
木
米
に
焼
き
物
を
学
ん
だ
方
で
す
。
武
士
の
廃
業
に
よ

り
、
士
族
授
産
と
し
て
絵
付
け
等
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
明
治
七
年
に
は
、
旭
山
の
娘

と
み
と
結
婚

し
、
翌
年
に
は
東
京
品
川
で
陶
画
を
生
業
に
し
ま
す
。
当

時
隣
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
住
み
、
日
夕
往
来
し
て
美
術
工
芸

を
聞
い
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ

は
日
本
の
伝
統
工
芸
と
美
術
を
守
り
知
ら
し
め
よ
う
と
助

手
の
岡
倉
天
心
と
紹
介
に
努
め
、
東
京
美
術
学
校
を
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
の
学
者
で
大
学
お
一犀
い
教
師

の
ワ
グ
ネ
ル
に
化
学
を
学
び
ま
し
た
。
ワ
グ
ネ
ル
さ
ん

は
、
京
都
の
舎
密
局
で
も
化
学
を
教
え
、
そ
の
跡
地
は
私

の
母
校
京
都
市
立
銅
陀
美
術
工
芸
高
校
に
な
っ
て
い
て
、

生
徒
は
入
学
時
に

「
ワ
グ
ネ
ル
さ
ん
は
こ
こ
で
教
え
た
」

と
教
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ヮ
グ
ネ
ル
と
の

出
会
い
は
、
の
ち
の
作
陶
に
大
い
な
る
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。

明
治
九
年
東
京
品
川
に
陶
器
製
造
場
を
建
て
、
陶
器
像

石
一膏
像
模
型
捻
造
業
を
始
め
ま
し
た
。
明
治
六
年
ウ
ィ
ー

ン
万
博
で
発
表
さ
れ
た
石
一膏
の
最
先
端
技
術
を
初
代
は
い

ち
早
く
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
当
時

の
作
品
は
ま

だ
見

つ
か

っ

て
い
な
い
の

で
す
が
、
当

時
二
十
五
歳

の
初
代
は
、

物
山

置

蘇

子

代

唐
初
彩五

日
本
画
の
橋
本
雅
邦

・
久
保
田
米
悟
ら
を
絵
師
と
し
て
招

い
て
盛
ん
に
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
心
な
か
れ
た
対
象
を

一
日
中
観
察
し
、
そ
の
後
は

一
切
見
ず
に
、
自
分
の
心
に

入

っ
て
来
た
も
の
に
魂
を
込
め
る
よ
う
に

一
気
に
作
る
こ

と
の
出
来
る
陶
彫
に
優
れ
た
人
で
し
た
。

明
治
十

一
年
に
は
福
井
、
十
三
年
に
は
石
川
九
谷

へ
陶

器
会
社
の
改
良
教
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

再
興
九
谷
の
時
代
で
食
器
大
皿
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
九
谷
の
技
術
で
陶
彫
を
指
導
し
た
よ
う
で
す
。
明
治

二
十

一
年
、
石
川
県
河
北
郡
法
光
寺
村
煉
瓦
製
造
場
で
梨

造
監
督
と
し
て
第
四
高
等
学
校
の
煉
瓦
を
焼
い
て
い
ま

す
。
今
も
あ
る
四
高
記
念
文
化
交
流
館
の
外
壁
煉
瓦
で

す
。
「輸
入
で
は
な
く
国
産
で
」
と
文
部
大
臣
に
直
訴
し

て
作
り
ま
し
た
。

明
治
十
五
年
こ
の
頃
か
ら
七
官
青
磁
の
研
究
を
始
め
ま

す
。
七
官
青
磁
と
い
う
の
は
明
時
代
に
龍
泉
窯
で
焼
か
れ

た
青
磁
で
、
砧
青
磁
と
少
し
違
い
、
緑

っ
ぽ
い
光
沢
の
強

い
貫
入
が
入
っ
た
青
磁
で
す
。
こ
の
頃
に
は
研
究
し
な
が

ら
あ
ち
こ
ち
招
か
れ
て
行

っ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
五
年

石
川
県
立
工
業
学
校
の
彫
刻
科
の
助
教
諭
と
な
り
、
少
な

い
お
給
料
の
中
か
ら
、
意
欲
の
あ
る
学
生
に
学
業
を
続
け

/. .、

茶
の
湯
文
化
1こ

ふ
れ
る
市
民
講
座

諏訪蘇山

r′   |
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牌
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る
支
援
を
し
た
り
、
入
学
者
増
加
の
た
め
小
学
校
に
出
向

き
、
上
手
に
こ
よ
り
を
作
る
子
を
勧
誘
し
た
り
し
た
そ
う

で
す
。
明
治
二
十
六
年
に
大
病
を
し
ま
す
。
金
沢
の
来
教
寺
、

金
昆
羅
大
明
榊
に
お
参
り
し
て
大
病
か
ら
蘇

っ
た
と
い
う

こ
と
で

「蘇
山
」
と
自
ら
名
付
け
ま
し
た
。
来
教
寺
さ
ん

に
は
初
代
の
作
品
が
残

っ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
三
年
石
一膏
型
技
術
が
認
め
ら
れ
、
京
都
栗
田

焼
の
錦
光
山
宗
兵
衛
の
製
陶
工
場

へ
招
か
れ
輸
出
品
を
作

っ
て
い
ま
す
。
金
沢
か
ら
、
京
都
の
職
人
へ
指
導
に
招
か

れ
る
の
は
あ
ま
り
無
い
こ
と
で
、
製
造
競
争
を
持
ち
掛
け

ら
れ
、
初
代
は
お
そ
ら
く
石
膏
技
術
を
用
い
た
の
か
、
短

時
間
で
沢
山
の
作
品
を
作

っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
明
治
四
十
年
五
条
坂
で
独
立
。
造
り
酒
屋
の
家

を
買
い
取
り
ま
し
た
。
京
都
の
街
中
に
は
良
い
水
が
多
い

せ
い
か
多
く
の
造
り
酒
屋
が
集
ま

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

京
都
の
町
屋
は
、
玄
関
幅
で
税
金
が
取
ら
れ
る
の
で
、
間

口
が
狭
く
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
の
よ
う
な
の
で
す
が
、
流
石
に

造
り
酒
屋
な
の
で
間
口
が
広
く
格
子
も
太
い
酒
屋
格
子
で

す
。
お
酒
屋
さ
ん
お
米
屋
さ
ん
は
、
大
き
く
重
い
も
の
を

通
ぶ
た
め
格
子
が
太
く
が
っ
し
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
残
し
二
十
年
ほ
ど
前
に
改
築
し
、
京
都
市
の
歴

史
的
意
匠
建
造
物
に
指

定
さ
れ
、
外
観
は
勝
手

に
変
え
ら
れ
な
い
で
す

が
、
今
も
こ
こ
に
住
み

続
け
、
焼
き
物
を
焼
い

て
い
ま
す
。
斜
め
向
か

い
が
河
井
寛
次
郎
記
念

館
で
す
。
今
は
昔
の
酒

蔵
の

一
階
が
ろ
く
ろ
場

山
次
蘇
水
代
文
二
菊0

に
な
っ
て
い
ま
す
。
壁
の
厚
み
が
三
十
セ
ン
チ
位
あ
る
の

で
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
く
仕
事
が
出
来
ま
す
。
酒
蔵

の
三
階
に
は
人
畳
の
お
座
敷
と
四
畳
半
の
茶
室
が
有
り
、

二
代
は
よ
く
こ
こ
で
お
茶
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
町
名

は
鐘
鋳
町
と
い
つ
て
大
坂
冬
の
陣
の
原
因
と
な
っ
た

「国

家
安
康
」
の
鐘
を
鋳
込
ん
だ
町
で
、
そ
の
鐘
は
近
く
の
方

広
寺
に
あ
り
ま
す
。
初
代
は
そ
の
よ
う
な
場
所
で
や
っ
と

自
分
の
青
磁
白
磁
の
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
迄
は
、
国
の
た
め
、
ま
た
地
元
加
賀

・
金
沢
の

た
め
だ

っ
た
の
で
す
が
、
よ
う
や
く
自
分
の
焼
き
た
い
物

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
近
く
の
今
堀

さ
ん
の
窯
で
焼
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
辺
り
は
登
り
窯
が

多
数
あ
り
、
同
じ
く
た
く
さ
ん
あ

つ
た
造
り
酒
屋
さ
ん
か

ら
も
煙
が
立
ち
、
煙
だ
ら
け
だ

つ
た
で
し
ょ
う
。

青
磁
は
二
千
年
程
前
か
ら
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
焼
か

れ
て
い
ま
し
た
が
も

っ
と
灰
色
で
し
た
。
窯
が
改
良
さ
れ

燃
料
が
良
く
な
っ
て
、
き
れ
い
な
青
が
焼
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。　
一
説
に
は
、
中
国
で
皆
の
欲
し
が
る
き
れ
い

な
玉
を
人
間
の
手
で
造
り
た
か
っ
た
と
か
。
ま
た
九
〇
七

年
唐
が
減
び
五
代
十
回
時
代
の
、
宋
の
元
と
な
る
後
周
の

王
、
柴
栄
が
平
和
な
時
代
が
来
る
こ
と
を
願

っ
て
、
「
雨

過
天
晴
雲
破
処
」
雨
が
上
が
り
雲
の
隙
間
か
ら
見
え
る
青

空
の
よ
う
な
青
を
焼
い
て
く
れ
と
、
国
の
未
来
の
色
で
あ

る
と
作
ら
せ
ま
し
た
。
柴
栄
の
窯

「柴
窯
」
は
ま
だ
見
つ

か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
手
本
と
し
た
有
名
な

汝
窯
の
青
磁
水
仙
盆
が
あ
り
ま
す
。
初
代
が
目
標
に
し
た

の
は
、
日
本
で
砧
青
磁
と
呼
ば
れ
る
青
磁
で
す
。
今
か
ら

人
百
年
前
の
南
宋
の
皇
帝
が
官
窯
で
焼
か
せ
た
も
の
か
ら

始
ま

っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
官
窯
と
龍
泉
窯
で
青
磁
が
焼

か
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
官
窯
は
皇
帝
の
た
め
だ
け
に

焼
く
の
で
そ
の
製
法
は
秘
密
な
の
で
す
。
南
朱
官
窯
に
Ｏ

は
、
生
地
は
薄
く
釉
は
厚
く
と
い
う
約
束
が
あ
り
、
生
地

は
鉄
分
を
多
く
含
み
、
磁
器
と
い
う
よ
り
上

っ
ぽ
い
生
地

な
の
で
す
が
、
分
厚

い
釉
が
掛
か
り
し

っ
か
り
焼
く
の

で
、
日
の
釉
薬
が
流
れ
赤
紫

っ
ぼ
く
見
え
る
。
高
台
は
鉄

分
が
多
く
薪
の
窯
で
焼

い
て
い
る
の
で
き
れ
い
な
赤
で

す
。
南
宋
官
窯
で
は

「
紫
国
鉄
足
」
が
特
徴
と
な
り
ま

す
。
龍
泉
窯
は
大
量
生
産
で
海
外
輸
出
向
け
で
す
。
龍
泉

窯
の
辺
り
で
は
良
い
土
が
沢
山
採
れ
て
美
し
い
砧
青
磁
が

焼
け
ま
し
た
。
磁
器
質
の
土
な
の
で
青
磁
の
釉
薬
を
掛
け

る
と
貫
入
も
入
ら
ず
、
す

つ
き
り
と
し
た
青
に
な
り
ま
し

た
。
茶
道
で
貴
ば
れ
る

「
鳳
凰
耳
花
入
」
「安
花
入
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
平
清
盛
の
日
宋
貿
易
を
通
じ
て
日
本
に

も
沢
山
の
青
磁
が
逗
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
利
休
の
時
代
に

な
る
と
、
戦
国
武
将
は
お
茶
で
心
を
休
め
、
青
磁
の
色
に

も
癒
さ
れ
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

初
代
は
龍
泉
窯
の
砧
青
磁
を
最
も
優
れ
て
美
し
く
思

い
、
自
分
の
手
で
焼
き
た
い
と
研
究
し
ま
し
た
。
ど
う
し

て
初
代
が
砧
青
磁
を
焼
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
破
片
を

手
に
入
れ
、
培

っ
て
き
た
化
学
の
知
識
や
、
金
沢
の
医
師

の
友
人
に
分
析
を
協
力
し
て
も
ら
つ
た
の
か
、
中
国
の
青

磁
の
生
地
に
鉄
分
が
多
く
、
釉
薬
の
鉄
分
と
合
わ
さ

っ

て
、
あ
の
美
し
い
青
に
な
る
と
突
き
止
め
ま
し
た
。
い
ち

早
く
上
の
性
質
に
着
目
し
た
初
代
は
、
白
い
土
に
青
磁
の

た
ね
を
混
ぜ
て
諏
訪
家
の
土
の
色
を
完
成
さ
せ
龍
泉
窯
に

近
い
青
磁
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
三
年
朝
鮮
李
王
職
よ
り

高
麗
古
窯
が
取
調
に
嘱
託
さ
れ
二
回
渡
鮮
し
て
い
ま
す
。

昌
徳
宮
の
辺
り
に
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

大
正
六
年
、
日
本
初
の
砧
青
磁
を
評
価
さ
れ
帝
室
技
芸

員
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
明
治
の
人
間
国
宝
と
い
う
帝
室

技
芸
員
は
、
清
風
典
平
さ
ん
宮
川
香
山
さ
ん
伊
東
陶
山
さ

ん
板
谷
波
山
さ
ん
と
共
に
陶
芸
か
ら
は
五
人
で
す
。
こ
の
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頃
に
は
青
磁
も
焼
き
な
が
ら
、
鉄
瓶
や
螺
釦
、
漆
、
竹
細

工
も
余
技
と
し
て
作

っ
て
い
ま
す
。
高
岡
で
鉄
瓶
改
良
を

し
た
経
験
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
螺
釦
香
合
は
中
国
の

明
時
代
の
も
の
と
間
違
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
一異
に

は

「蘇
山
」
と
あ
り
箱
に
は
余
技
と
あ
り
ま
す
。
特
に
余

技
は
好
き
な
も
の
作
り
た
い
も
の
を
作
る
が
売
ら
ず
に
趣

味
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

大
正
十

一
年
七
十

一
歳
で
亡
く
な
り
、
京
都
建
仁
寺
方

丈
で
葬
儀
を
行
い
ま
し
た
。
仲
の
良
か
っ
た
富
岡
鉄
斎
は

葬
儀
委
員
長
を
し
て
、
弔
辞
を
読
み
、
建
仁
寺
に
あ
る
お

墓
に

「帝
室
技
芸
員
諏
訪
蘇
山
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
初
代
の
息
子
は
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
弟
の
娘
虎
子
が

二
代
と
な
り
ま

し
た
。
お
弟
子

さ
ん
の
監
督
を

し
て
、
楽
茶
碗

も
作
り
、
武
者

小
路
千
家
の
お

茶
を
し
て
い
ま

し
た
。
三
代
目
の
父
は
、
昭
和
七
年
生
ま
れ
で
す
。
二
代
は
生

涯
独
身
で
養
子
に
迎
え
た
実
さ
ん
が
十
七
歳
で
戦
病
死
さ

れ
、
二
代
は
悲
し
み
に
暮
れ
ま
し
た
。
初
代
の
妹
が
金
沢

の
米
沢
家
に
嫁
い
で
お
り
、
そ
の
息
子
は
初
代
の

一
呑
弟

子
で
も
あ

っ
た
米
沢
蘇
峰
で
す
。
そ
の
三
男
で
あ
る
私
の

父
修
が
高
校
生
の
時
に
諏
訪
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
寝
耳
に
水
だ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
京
都
芸
大

へ
進

み
、
そ
こ
で
出
会

っ
た
の
が
母
中
村
宗
哲
で
、
お
互
い
継

ぐ
家
が
あ
り
ま
し
た
が
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
生
ま
れ

た
三
人
姉
妹
の
末

っ
子
が
私
で
す
。
姉
妹
三
人
で
継
ぐ
家

が
三
軒
。
次
姉
が
宗
哲
家
を
継
ぎ
、
私
が
諏
訪
家
を
継
ぎ

ま
し
た
が
、
誰
に
ど
う
言
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
な
く
自
然

に
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
諏
訪
家
を
継
ぐ
と
い
う
よ

り
も
、
焼
き
物
の
勉
強
を
し
て
父
の
お
手
伝

い
を
し
た
い

と
思

っ
て
い
て
、
許
し
て
い
た
だ
け
る
の
な
ら
四
代
目
を

継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
思

っ
て
二
十
四
歳
で
ろ
く
ろ

の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

私
の
宇
宙
シ
リ
ー
ズ
作
品
の
、
「
流
れ
星
の
お
茶
碗
」

は
飲
ん
だ
人
に
流
れ
星
が
降

一

っ
て
く
る
よ
う
に
見
え
る
お

茶
碗
で
す
。
ま
た
姉
宗
哲
が

蓋
を
作

っ
て
く
れ
た

「練
込

の
水
指
」
は
、
星
が
誕
生
す

る
様
子
を
水
指
に
し
た
の
で

蓋
に
は
四
季
の
星
座
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
お
茶
席
で
お

話
が
広
が
る
よ
う
に
作

っ
て
い
ま
す
。

白
い
土
に
青
磁
の
た
ね
を
混
ぜ
た
ク
リ
ー
ム
色

っ
ぽ
い

生
地
土
を
素
焼
き
す
る
と
ピ
ン
ク
色
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
釉
薬
を
掛
け
ま
す
。
陶
芸
教
室
の
青
磁
に
は
酸
化
鉄
を

使

っ
て
い
る
の
で
赤

っ
ぽ
い
の
で
す
が
、
私
は
珪
酸
鉄
を

使
う
の
で
ク
リ
ー
ム
色

っ
ぽ
い
の
で
す
。

初
代
二
代
ま
で
は
登
り
窯
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

昭
和
五
十
年
頃
大
気
汚
染
防
止
条
例
に
よ
り
登
り
窯
が
使

え
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
電
気
窯
が
普
及
し
ま
し
た

が
、
そ
の
窯
で
還
元
焼
成
す
る
方
法
は
ガ
ス
ま
た
は
薪
を

不
完
全
燃
焼
さ
せ
て

一
酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
そ

の

一
酸
化
炭
素
を
窯
に
送
り
込
み
ま
す
。
す
る
と
不
安
定

な

一
酸
化
炭
素
は
二
酸
化
炭
素
に
な
ろ
う
と
し
て
、
高
温

の
窯
の
中
で
生
地
の
酸
素
を
奪
い
取
り
ま
す
。
結
果
、
青

磁
の
鉄
が
青
く
発
色
し
ま
す
。
酸
化
第
二
鉄
が
酸
化
第

一

鉄
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
電
気
窯
に
変
わ
っ
た
時
か

ら
還
元
を
薪
で
し
て
い
ま
す
が
、
薪
の
調
達
は
難
し
く
、

七
時
間
程
、
窯
の
側
で
ず

っ
と
付
い
て
薪
を
く
べ
な
い
と

い
け
な
い
状
況
で
作

っ
て
い
ま
す
。
磁
器
は
焼
く
と
縮
み

ま
す
の
で
、
割
が
け
定
規
と
い
う
の
を
使
い
、　
一
・
一
七

倍
の
大
き
さ
で
作
り
ま
す
。

十
二
年
前
か
ら
、
初
代
の
石
膏
型
の
調
査
を
、
愛
知
県

陶
器
美
術
館
の
佐
藤
さ
ん
が
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
伐
が
家
に
あ

っ
た
初
代
の
資
料
も
研
究
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
京
都
工
芸
繊
維
大
学
と
初
代
諏

訪
蘇
山
ア
ー
カ
イ
ブ
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、

初
代
の
遺
し
た
石
一膏
型
を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
し
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
化
し
て
石
膏
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
、
加
工
し
、
そ

の
型
で
初
代
作
品
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

初
代
は
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
凄
い
こ
と
を
し
て
い
ま

す
。
私
は
初
代
か
ら
の
青
磁
の
色
を
継
が
な
い
と
い
け
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
初
代
が
何
を
求
め

て
ど
う
い
う
気
持
ち
で
作
品
を
作

っ
て
き
た
の
か
を
日
々

考
え
な
が
ら
、
そ
れ
に
恥
ず
か
し
く
な
い
作
品
に
な
る
よ

う
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

講
演
後
、
聴
講
者
か
ら
は
、
京
セ
ラ
美
術
館
展
示
の
初

代
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
と
い
う
感
想
や
、
登

り
窯
と
電
気
窯
の
出
来
具
合
の
違
い
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
伝

統
を
受
け
継
ぐ
こ

と

へ
の
葛
藤
に
つ

い
て
は
、
育

っ
た

環
境
の
中
で
自
然

に
受
け
継

い
で
来

た
と
お
答
え

い
た

だ
き
ま
し
た
。

醜鰈幹韓
星

却韓
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伊藤善夫宗匠

命

図

置
資

櫓

脅

副

習

会

七
月
二
十
三
日
①
、
富
山
電
気
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
に
伊
藤

善
夫
宗
匠
、
吉
水
輝
忠
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
資
格
者
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｏ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た

め
、
午
前
午
後
と
参
加
者
を
二
回
に
分
け
ま
し
た
ｏ
そ
れ

ぞ
れ
に
、
伊
藤
宗
匠
に
よ
る

「
盆
香
合
」
「茶
先
飾
」
の

実
技
講
習
が
行
わ
れ
、
吉
水
先
生
よ
リ
テ
キ
ス
ト
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
ｏ
三
年
ぶ
り
の
講
習
会
を

一
同
熱
心
に
拝

聴
し
ま
し
た
。
出
席
会
員
三
百
十
二
名
。一畳

七
月
二
十
四
日
①
、
富
山
電
気
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
に
お
い

て
三
年
ぶ
り
に
総
会
と

一
般
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
日
に
引
き
続
き
感
染
対
策
の
た
め
、
午
前
午
後
と

参
加
者
を
分
け
、
伊
藤
善
夫
宗
匠
、
吉
水
輝
忠
先
生
に
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ
出
席
会
員
三
百
四
十
九
名
。

中
曽
根
副
支
部
長
よ
り
、
国
泰
寺
管
長
澤
大
道
氏
な
ら

び
に
富
山
縣
護
國
神
社
宮
司
栂
野
守
雄
氏
両
氏
の
支
部
顧
´

間
就
任
、
武
内
副
支
部
長
の
退
任
お
よ
び
、
ご
子
息
孝
憲

氏
の
副
支
部
長
就
任
の
報
告
が
あ
り
、
武
内
副
支
部
長
よ

り
退
任
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ

総
会
後
、
令
和
二
年
度
支
部
功
労
者
、
令
和
三
年
、
四

年
度
支
部
特
別
功
労
者
、
並
び
に
令
和
二
年
、
三
年
、
四

年
度
甚
寿
表
彰
者
の
紹
介
が
あ
り
、
伊
藤
宗
匠
よ
り
今
年

度
支
部
特
別
功
労
者
の
松
岡
範
子
氏
へ
賞
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
、
引
き
続
き
粍
寿
表
彰
者

へ
の
伝
達
が
あ
り
ま

し
た
。
な
お
、
令
和
三
年
度
支
部
功
労
者
は
油
田
秋
美

氏
、
神
島
玲
子
氏
、
令
和
三
年
度
支
部
特
別
功
労
者
は
安

森
登
志
子
氏
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
ｏ

そ
の
後

「軸
飾
」
「
続
薄
茶
」
の
実
技
講
習
が
あ
り
、

道
具
を
丁
寧
に
扱
う
こ
と
の
大
切
さ
を
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
話
で
は

「
少
庵
」
「
随
流
斎
」
を
通
し
て
、

時
代
に
よ
る
お
茶
の
有
り
方
、
楽
し
む
た
め
の
心
得
を
ご

教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ

ギ彗不日2 。3・ 4年度亮寿表彰受賞者 (午前出席)

′

一
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・
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一一一
一・一
一・一
．ｒ

帯

∵
〓

令和3・ 4年度支部特別功労者

令不E2・ 3・ 4年度能寿表彰受賞者 (午後出席)



(9) 第48号 同   門   富   山 令和 5年 3月 1日

離
驚
空
ち
よ
々
Ｌ 買

僑

脅

闘

習

合

一ｄ

追

要

1

|

］

限

闘

習

会

サ

盆香合午前

盆香合午後

軸飾午前

軸飾午後

茶先飾午前

茶冤飾午後

続薄茶午前

続薄茶午後

自
`,―

令
租
三
年
度
・四
年
度

教
授
者
講
習
会

十
二
月
六
日
硼

・
七
日
四
、
金
沢
美

術
倶
楽
部
に
お
い
て
小
笹
晃
宗
匠
を
お

迎
え
し
、
教
授
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
三
年
度
分
の
講
習

「炉
」
は
石

川
県
支
部
、
令
和
四
年
度
分
の
講
習

「水
屋
」
は
富
山
県
支
部
が
担
当
し
ま

し
た
。
水
屋
は
美
し
く
使
う
こ
と
、
実

技

「初
戊
」
で
は
枝
炭
は
挟
み
や
す
い

よ
う
に
炭
斗
に
組
む
こ
と
、
「数
茶
」

で
は
折
据
え
の
開
き
方
、
札
の
取
り
方

を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
に
は
富
山
県
支
部
か

ら
の
べ
三
十
名
が
出
席
し
、
そ
の
内
六

名
が
五
回
の
講
習
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

|

1懐

‐
‐
‐
‐
　
´
調

一

１
‐‥―，　
Ｗ

:壷

教授者講習会 (金沢美術倶楽部)
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令
和
四
年
十

一
月
十
三
日
①
、
富
山
美
術
倶
楽
部
に
お

い
て
、
第
四
十
七
回
支
部
茶
会

『霜
月
の
茶
会
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
時
折
雨
の
降
る
少
し
肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、

三
百
三
十
七
名
の
参
加
者
は
、
美
味
し
い
お
菓
子
と

一
服

の
お
茶
を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。
感
染
対
策
に
留
意
し
、
お
濃
茶
は
各
服
点

と
し
ま
し
た
。

会
記
は
次
の
通
り
で
す
。

〈ム
　
記

（抄
）

濃
茶
席

主
　
松
岡
　
範
子

掛
　
物
　
嘩
啄
斎
筆
二
行
　
茶
の
湯
に
は
…

花
　
入
　
丹
波
　
ユエ
杭
焼

一化
　
　
　
大
白
玉
　
紅
万
作
　
吊
花

香
　
ハ
ロ　
青
磁
　
刻
花
文
合
子
　
耀
州
窯

グ
ー
シ
織
服
紗
シ
キ
テ

釜
　
　
　
阿
古
陀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
代
寒
雉

炉
　
縁
　
木
地
　
名
古
屋
城
古
材
を
以

っ
て

棚
　
　
　
台
目

水

指

ヽヽキ

ン
マ
ー
全
更

蓋
　
一二
朝
焼
　
き
な
ひ
る
施
釉

戸
脇
　
銘
誰
が
袖
　
即
中
斎
箱

日
焼
　
銘
彩
鳳
　
而
妙
斎
宗
旦
箱

茶
　
杓
　
一局
田
好
胤
作

銘
父
母
の
愛
す
る
所
亦
之
れ
を
愛
す

薄
茶
席

一化
　
入
　
備
前
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ケ
ル

・
マ
ー
カ
ス

十化
　
　
　
西
王
母
　
水
木
照
葉

空
小　
　
　
霰
棗
釜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
代
寒
雉

即
中
斎
好
扇
面
立
礼
卓

水
　
指
　
色
入
帯
笹
耳
　
ヨ器
牛
斎
箱
　
　
　
　
　
　
真
葛

茶
　
器
　
金
林
寺
　
フ
タ
裏
金
地
楓
絵

替
蓋

イ
ン
ド
ア
ク
ラ
大
理
石
細
工

恵
光
好

茶
　
碗
　
一秋
　
銘
清
香
　
而
妙
斎
箱
　
　
　
十
五
代
新
兵
衛

替
　
　
　
柚
子
の
絵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
山

茶
　
杓
　
嵯
峨
の
竹
　
銘
初
心
　
尋
牛
斎
筒
箱

濃茶席 床

|

薄茶席 床

/イヽ

薄茶席 花

濃茶席

茶 茶
替 替
碗 入

魚 高
朝 井 屋 取

1掛

明
石

員日
中
斎
箱

主
　
佐
伯
裕
美
子

物
　
山
下
恵
光
筆
横
物
　
千
里
同
風
　
好
表
具

濃茶席 花

,

薄茶席



(11) 第48号 同   門   富   山 令和 5年 3月 1日

令
和
四
年
度
　
第

一
回

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
体
験
学
習

令
和
四
年
人
月
七
日
①
、
第

一
回
茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ

る
体
験
学
習
が
本
九
亭
に
て
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
社
会

人
ま
で
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

茶
席
で
点
前
を
見
学
し
、
作
法
や
楽
し
み
方
を
学
び
、

お
菓
子
の
と
り
あ
げ
方
や
お
茶
の
頂
き
方
を
体
験
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ご
自
身
で
点
て
た
お
茶
を
喫
し
確
か
め
て

み
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
し
た
藤
々
亭
の
茶

室
の
説
明
を
受
け
、
外
露
地
を
歩

き
躙
り
口
か
ら
茶
室
に
入

っ
て
み

る
な
ど
の
体
験
も
し
ま
し
た
。

短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
体
験
学
習
を
通
し
て

お
茶
に
興
味
を
持

っ
て
頂
け
る

一

歩
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

支
部
役
員
三
名
、
青
年
部
四
名

が
担
当
し
ま
し
た
。

☆
第
３４
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭
交
流
茶
会

令
和
４
年
Ｈ
月
１２
日
①
ｌ３
日
ｍ
、
富
山
県
民
会

館
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
高
文
祭
の
交
流
茶
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
毎
年
順
番
に
県
下
の
高
校
茶
道
部

・

同
好
会
が
集
ま

っ
て
席
を
持
つ
行
事
で
す
。

・２
日
は
表
千
家
の
お
稽
古
を
し
て
い
る
富
山
中

部
高
校
、
富
山
高
校
、
南
砺
福
野
高
校
、
南
砺
平

高
校
、
武
者
小
路
千
家
の
富
山
工
業
高
校
が
担
当

し
ま
し
た
。

朝
１０
時
か
ら
１
席
目
が
始
ま
り
全
部
で
５
席
、

約
１
５
０
名
の
お
客
様
を
全
員
が

一
生
懸
命
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
は
た
し
、
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。

終
わ

っ
た
時
の
み
ん
な
の
や
り
き

っ
た
笑
顔
が

と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
い
ま
し
た
。

☆
富
山
市
立
神
明
小
学
校
茶
道
ク
ラ
ブ

四
年
生
か
ら
六
年
生

の
児
童
六
名
に
顧
間

の
先

、
養
護
の
先
生
を
交
え
、
感
染
対
策
を
行

い
な
が

、
活
動
し
て
い
ま
す
。
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で

員
で
行
い
、
自
分

点
て
た
お
茶
を
自

で
頂
く
形
で
お
稽

を
し
て
い
ま
す
。

お
友
達
に
お
茶
を
点

て
て
差
し
上
げ
る
こ

と
が
出
来
な
い
の
は

残
念
で
す
が
、
楽
し

く
お
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。

離i

学校茶道紹介

◆
学
校
茶
道

（幼
稚
園
か
ら
大
学
）
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
は
、
本
部
発
行
の

「礎
」
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
支
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
幼
稚
園
児
、
小
学
生
に
は
、
手
続
き
を
し
ま
す
と

「習
の
は
じ
め
」
が
不
審
奄
よ
り
子
ど
も
達
に
授
写

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
茶
道
研
修
会

・
学
校
茶
道
指
導
者
研

修
会
に
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。
登
録
に
つ
い
て
は
支

部
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（支
部
積
立
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
〉

令
和
三
年
度
お
よ
び
三
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
同
門
会
の
行
事
が
ほ
と
ん
ど
と
り
や
め
に
な
り
ま
し
た
。
同
門
誌
に
も

案
内
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
本
部
交
付
金
の
剰
余
金
を
支
部
積
立
基
金
と
し
て
支
部
が
お
預
か
り
し
、
会
員

の
皆
様
が
対
象
の
行
事
で
有
効
に
使
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

富
山
県
支
部
で
は
、
昨
年
度
よ
り
献
茶
式
開
催
の
運
営
費
用
の

一
部
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
令
和
五
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
泰
寺
献
茶
式
と
支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
行
事
の
運
営
費
用
の

一
部
お
よ
び
記
念
誌
の
発
行
に
使
用
の

予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
五
年
度
総
会
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古 分 が 全 ら 生

撫i魏―

〓器彗

W酔呼
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お

知

ら

せ

コ

I

ナ

I

囲
表
千
家
同
門
会
入
会
の
お
す
す
め

支
部
行
事
の
活
性
化
の
た
め
、
未
入
会
の
方
に
入
会
を

お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
会
資
格
は
次
の
通
り
で
す
。

①
不
審
奄
入
門
者
で
あ
る
こ
と

②
会
員

（先
生
）
の
紹
介
が
あ
る
こ
と

入
会
申
込
書
は
支
部

へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

同
門
会
入
会
、
再
入
会
、
住
所

・
氏
名
の
変
更
の
届
出

方
法
に
つ
い
て
は

『同
門
』
誌
令
和
五
年

一
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い

囲
青
年
部
入
会
を
お
す
す
め
く
だ
さ
い

四
十
五
歳
以
下
が
姑
象
で
す
。
同
門
会
未
入
会
で
も
入

れ
ま
す
。
（会
費
は
三
年
分
三
千
円
で
す
）

囲
各
種
茶
会
な
ど
の
申
込
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
募
集
中

講
習
会
に
て
宗
匠
よ
り
指
導
を
受
け
よ
う
と
思
わ
れ
る

社
中
お
よ
び
会
員
、
ま
た
、
茶
会
の
席
主
を
ご
希
望
の
方

は
支
部
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

日
異
動

支
部
特
別
顧
問
就
任

臨
済
宗
大
本
山
國
泰
寺
派
管
長
　
澤
　
　
大
道
　
氏

富
山
縣
護
國
神
社
宮
司
　
　
　
　
栂
野
　
守
雄
　
氏

副
支
部
長
退
任

武
内
　
保
衛
　
氏

副
支
部
長
就
任

武
内
　
孝
憲
　
氏

ヽ

支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
行
事

日
時
　
　
令
和
五
年
九
月
十
七
日
①

会
場
　
　
一昌
山
縣
護
國
神
社

献
茶
式
　
ず
し奉
仕
　
猶
有
斎
御
家
元
宗
匠

茶
席
　
　
午
前
八
時
～
十
五
時
三
十
分

・
拝
服
席

（呈
茶
）
随
時

・
支
部
席

（濃
茶
）
席
指
定

・
立
礼
席

（薄
茶
）
席
指
定

・
点
心
あ
り

式
典
　
　
献
茶
式
終
了
後
　
神
社
拝
殿
に
て

記
念
品
　
釉
替
輪
花
皿

（黒

・
白
）
庄
楽
窯

参
加
費
　
一
五
〇
〇
〇
円

＊
式
典
終
了
後
、
祝
賀
会
を
予
定

第
十
九
回

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座

千
家
十
職
塗
師

十
三
代
中
村
宗
哲
氏

茶
の
湯
の
塗
物
づ
く
り

令
和
五
年
七
月
二
十
三
日
⑪

十
時
～
十
五
時

（予
定
）

会
場
　
碁昌
山
電
気
ビ
ル
五
階
大
ホ
ー
ル

会
費
　
一
五
〇
〇
円

学
生
五
〇
〇
円
皇
茶
を
含
也

呈
茶
　
十
時
三
〇
分
～
十
二
時
五
〇
分

講
演
　
十
三
時
三
〇
分
～
十
五
時

（予
定
）

一
般
及
び
学
生
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
は
官
製
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
支
部
事

務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
（締
切
七
月
五
日
）

同
門
会
富
山
県
支
部
設
立
時
よ
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
参
与
の
鴻
野
孝
子
先
生
が
令
和
五
年

一
月
六

日
享
年
九
十
六
歳
に
て
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
あ
と
が
き

本
号
よ
り
寺
田

一
井
幹
事
補
佐
が
編
集
委
員
の
メ
ン
バ

ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（編
集
　
田
原
・井
澤
・谷
井
占
巾
川
・寺
田
・佐
伯
。片
山
）

講
師

演
題
日
時

Ｅ
Ｒ
キ
平

ｋ

ｒ
二
一一ロ

訃
報
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
田
多
美
子
　
　
一昌
山
市
豊
田
本
町

慶
山
　
雅
子
　
　
碁昌
山
市
森

澤
田
　
一早
子
　
　
射
水
市
黒
河
新

鴻
野
　
孝
子
　
　
碁昌
山
市
大
泉
南
部

高
島
　
む
つ
　
　
碁昌
山
市
永
楽
町
　
　
　
（敬
称
略
）

表
千
家
同
門
会
富
山
県
支
部
事
務
所

富
山
市
新
桜
町
五
十
三
　
第
二
富
山
電
気
ビ
ル

一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
六
十
四
三
三
十
九
五
人
五

支
部
携
帯
　
〇
七
〇
十
二
九
〇
二
十
一
〓
〓
一五

？

Ｂ

ω
】

一
ｏ
＜
ω
ヨ

ド

Ｌ

ｏ
日

ｏ
Ｂ
肝
】

⑥

ｏ
日

ｏ
示

∽
①
β
肝
ω
甘

事
務
受
付

月

・
水

。
金
曜
日
の
年
後

一
時
～
三
時

振
替
口
座
番
号

（ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

○
〇
七
七
〇
―
土
十
九
五
四

〒
九
三

○
〇
五


